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会  議  記  録 

 

 高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会議記録を公表します。 

会 議 名 令和６年度 第２回 高松市都市計画審議会 

開 催 日 時  令和６年８月１９日（月） １０時３０分～１１時３０分 

開 催 場 所  高松市役所本庁舎 １１階 １１４会議室 

議 題 

（１） 会長の選任 

（２） 議案の審議 

■高松広域都市計画用途地域の変更（案）について（高松市決定） 

■高松広域都市計画特別用途地区の変更（案）について（高松市決定） 

■高松広域都市計画市場の変更（案）について（高松市決定） 

公開の区分 ■ 公開      □一部公開      □非公開 

上 記 理 由  － 

出 席 委 員  

土井会長、安部委員、太田委員、大山文委員、紀伊委員（リモート） 

三笠委員、造田委員、斉藤委員、大西委員、大山高委員、白石委員 

多田委員、三野委員、吉田委員 

欠 席 委 員  中野委員 

傍 聴 者 ４人 

担当課及び 

連 絡 先 

都市整備局 都市計画課 計画係 

Tel ８３９－２４５５ Fax ８３９－２４５２ 
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会議の経過及び結果 

会議を開会し、次の議題について協議し、下記の結果となった。 

 

 議題 

（１） 会長の選任 

（２） 議案の審議 

      議案第１号 高松広域都市計画用途地域の変更（案）について（高松市決定） 

      議案第２号 高松広域都市計画特別用途地区の変更（案）について（高松市決定） 

      議案第３号 高松広域都市計画市場の変更（案）について（高松市決定） 

 

（１）会長の選任 

 （事務局） 

会長の選任は、条例第５条の規定により、１号委員（学識経験者）のうちから委員の互選によ

り定めることとなっているが、委員の皆様から、御提案があればお願いしたい。 

 

 （太田委員） 

学識経験者の中から、大阪大学大学院教授の土井委員に引き続き会長をお願いしたいと思う。 

土井委員は、この「高松市都市計画審議会」の会長をお務めいただいており、都市計画分野を

始め、まちづくり全般について、非常に精通されている。また、「高松市総合都市交通計画推進

協議会」、「香川県地方港湾審議会」の会長も務められており、幅広く、豊かな学識をお持ちで

あるので、皆様から賛同がいただければ、会長をお願いしたいと思う。 

 

 （委員賛同） 

 （土井委員が会長就任） 

 

 

（２）議案の審議 

 議案第１号 

事務局より議案の説明 

 

【主な質疑・意見等】 

（白石委員） 

令和４年度の建設消防常任委員会の所管事務調査としても取り上げ、臨海部での未利用地の空

間活用ができていない中、変化する社会情勢に対応し、本市のポテンシャルを最大限に発揮でき、

活力とにぎわいを創出するエリアとなるよう、機動的に土地利用の見直しを図るよう、臨海部に

おける土地利用の在り方に関して提言を取りまとめた。 

用途地域の変更については、高松競輪場の再整備に関係する土地利用計画との整合性や中央卸

売市場青果棟の機能強化に必要な取り組みであるので、本市の将来を展望したまちづくりを推進

していく観点から、必要且つ適正な見直しであると考える。 

 

（三笠委員） 

重要港湾の位置付けを教えてもらいたい。 
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会議の経過及び結果 

（事務局） 

一般的な地方港湾に比べ、重要性が高い港湾であり、県内には２つ指定されており、その１つ

が高松港である。 

 

（三笠委員） 

複合一貫輸送ターミナル事業とはどのようなものか。 

 

（事務局） 

物流において、船舶やトラック等、異なる輸送手段を用いて荷物を運ぶもの、例えば、トレー

ラーで高松港まで荷物を運び、荷物のみを船舶に載せ、神戸港で再びトレーラーで目的地まで運

ぶことにより、ドライバーの拘束時間を削減しながら、目的地まで運ぶことができることが可能

となる大型フェリーが利用できるような整備である。 

 

（三笠委員） 

土地利用の計画は、時代に応じて変えていく必要がある。経済性も考えながら、高松市の発展

に繋げていくため、用途地域の変更を都度考えていく必要がある。 

 

（土井会長） 

高松港においては、産業立地の需要も高いといった中で、今回の用途地域の変更は、臨海部と

まちの都市計画を繋げていくための変更なのではないかと思う。 

高松港の役割としては、大阪に物資を運ぶだけでなく、高松港からアジアに向けて物資を出し

入れする拠点となっていく必要があり、また、人が立ち寄ってくれるような臨海部の機能整備を

考えていく必要もあると考る。 

 

〔結果〕 

原案のとおり決定。 

 

 議案第２号 

事務局より議案の説明 

 

【主な質疑・意見等】 

（三笠委員） 

特別用途地区の 10,000㎡という数字は、国の基準か。 

 

（事務局） 

国の基準である。 

 

〔結果〕 

原案のとおり決定。 
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会議の経過及び結果 

 議案第３号 

事務局より議案の説明 

 

【主な質疑・意見等】 

（土井会長） 

関連する内容として、国において環状道路の計画が進められており、交通利便性の向上と市場

の拠点としてのポテンシャルを高めるため、市場について、早めに着手することが重要でないか

と考える。 

瀬戸内町の市場は、機能がそのままであるため、計画変更は行わないのか。 

 

（事務局） 

現在、跡地利用の計画が固まっていないため、計画変更はいたしませんが、今後、計画が固ま

れば、計画変更をする可能性がございます。 

 

（三笠委員） 

青果棟と水産棟、別々に運営するのではなく、高松の将来を見据え、観光面や物流面などを踏

まえて、一体となって運営していってほしい。 

 

〔結果〕 

原案のとおり決定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


